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平成３０年度 市政ネットモニター 調査結果 

「中心市街地に関する調査について」 

テーマ 中心市街地の活性化に向けてのアンケート調査について 

 

目 的 

福島市においては、にぎわいの創出と快適な居住の促進に向けて「中心市街

地活性化基本計画」を策定し、様々な事業を展開しています。 

市民のみなさまからご意見をいただき、現在の中心市街地の現状を把握し、

今後の計画へ役立てるため実施したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査期間】   平成３０年 １０月１７日(水)～１１月１日(木) 午前８時 

【モニター数】  １５３名（男性：５２名 女性：１０１名） 

【回答者数】   １３１名（男性：４５名 女性：８６名） 

【回 答 率】   ８５．６％ 

【今回の回答者の基本属性】 
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問１ 福島市で暮らしていて、どのような点に魅力を感じますか。(３つまで回答) 

 

＜回答者１３１名＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 計 割合
ア. 子育てのしやすさ 24 18.3%
イ. 自然の豊かさ 97 74.0%
ウ. 買い物のしやすさ 29 22.1%
エ. 多様な就労先 5 3.8%
オ. 歴史的なまちなみ・風土 26 19.8%
カ. レジャー・娯楽 10 7.6%
キ. 交通の利便性 19 14.5%
ク. 比較的安価な住宅や土地 31 23.7%
ケ. 医療・福祉体制の充実 28 21.4%
コ. その他 15 11.5%
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[その他] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 福島市の魅力としては、「自然の豊かさ」の割合が全体の約７４％を占めている結果と

なりました。 

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. 子育てのしやすさ 2 2 7 9 1 3 0 24
イ. 自然の豊かさ 6 8 19 21 20 13 10 97
ウ. 買い物のしやすさ 2 3 6 9 3 4 2 29
エ. 多様な就労先 1 1 0 2 0 1 0 5
オ. 歴史的なまちなみ・風土 3 2 7 3 3 5 3 26
カ. レジャー・娯楽 2 2 3 1 1 1 0 10
キ. 交通の利便性 3 3 5 0 3 2 3 19
ク. 比較的安価な住宅や土地 1 4 4 9 5 6 2 31
ケ. 医療・福祉体制の充実 0 1 5 11 4 5 2 28
コ. その他 0 2 2 1 6 3 1 15

意見

当てはまるものがない。
水道水の美味しさ、果物の美味しさ。
図書館や書店が身近にある。

ふるさとだから。

住んでいる人が親切
特にない何もなさ過ぎる
人柄が優しく穏やかで人権を尊重する

街が他の自治体と違って静かなところ
町の動きがゆったりしていて、暮らしやすい。
食料品が安い。ごみごみしていない。
農産物が安くておいしい

年間を通じて土日等、街中でさまざまなイベントや祭りが開催され、すばらしいことだと思います。
果物が他の地域より安く豊富に食べられる。短距離で温泉に入りに行ける。

果物が豊か。市内に特徴ある温泉。観光面を生かす。

程良い広さと人口で、街の規模が良いと思う。
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問２ 中心市街地へは、どのような目的で訪れますか。(３つまで回答) 

 

＜回答者１３１名＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 計 割合
ア. 通勤・通学 22 16.8%
イ. 買い物 83 63.4%
ウ. 仕事・ビジネス 21 16.0%
エ. レジャー・娯楽 29 22.1%
オ. コンサート 5 3.8%
カ. 病院の通院・福祉介護
    施設の利用など

11 8.4%

キ. 公官庁への用事 21 16.0%
ク. 会合・集会・会議等 27 20.6%
ケ. イベントや催しへの参加 52 39.7%
コ. その他 13 9.9%
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[その他] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 中心市街地に訪れる主な目的は、「買い物」や「イベントや催しへの参加」という結果

となり、次いで、「レジャー・娯楽」、「会合・集会・会議等」の順になっています。 

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. 通勤・通学 7 4 4 1 2 3 1 22
イ. 買い物 5 10 20 19 12 11 6 83
ウ. 仕事・ビジネス 1 2 4 3 9 1 1 21
エ. レジャー・娯楽 1 4 9 3 4 4 4 29
オ. コンサート 0 0 1 0 1 2 1 5
カ. 病院の通院・福祉介護
    施設の利用など

1 1 0 1 3 4 1 11

キ. 公官庁への用事 0 1 6 3 5 4 2 21
ク. 会合・集会・会議等 0 2 3 8 5 6 3 27
ケ. イベントや催しへの参加 1 6 11 7 11 10 6 52
コ. その他 0 1 0 7 4 1 0 13

子供たちの送迎する
接待等の飲食
子供の送り迎え
駅を利用する時
歯医者
飲食

意見

必要最小限の買い物が中心
市街地に住んでいる

福島市中町に住居があるため、日常がここにある
飲食
ランチ

家族の送迎
アルバイト
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問３ 中心市街地へはどのくらいの頻度で訪れますか。 

 

＜回答者１３１名＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 中心市街地に訪れる回数は、「月に２～３回」という方が一番多い結果となりましたが、

全体的に分散しており、「あまり行かない」という方も全体の約２０％を占めています。 

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. ほぼ毎日 7 4 3 3 2 4 2 25
イ. 週に２～３回 0 2 2 5 4 3 1 17
ウ. 月に２～３回 1 4 10 5 6 8 5 39
エ. 月に１回 0 0 6 9 4 3 2 24
オ. あまり行かない 0 1 7 10 7 1 0 26

項目 計 割合
ア. ほぼ毎日 25 19.1%
イ. 週に２～３回 17 13.0%
ウ. 月に２～３回 39 29.8%
エ. 月に１回 24 18.3%
オ. あまり行かない 26 19.8%
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問４ 
問３で「ア」～「エ」と回答した方にお伺いします。 

中心市街地に行く主な交通手段は何ですか。 

 

＜回答者１０５名＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[その他] 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

中心市街地への交通手段は、「自家用車」の割合が一番多く、全体の約５３％を占めて

います。 

市街地に住んでいる
意見

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. 自家用車 0 3 12 16 12 10 3 56
イ. バス 1 2 2 1 0 0 1 7
ウ. 電車 5 3 2 3 1 1 2 17
エ. 自転車・バイク 2 1 0 1 2 4 3 13
オ. 徒歩 0 1 5 1 0 3 1 11
カ. その他 0 0 0 0 1 0 0 1

項目 計 割合
ア. 自家用車 56 53.3%
イ. バス 7 6.7%
ウ. 電車 17 16.2%
エ. 自転車・バイク 13 12.4%
オ. 徒歩 11 10.5%
カ. その他 1 1.0%
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問５ 現在の中心市街地についてどのような印象をお持ちですか。 

 

＜回答者１３１名＞ 

項目 計 割合
ア. 活気に満ちた賑わいのあるまち 4 3.1%
イ. 運動施設、レクリエーション
　　施設が整っているまち

1 0.8%

ウ. 福祉や医療が整っているまち 0 0.0%
エ. 教育内容や施設が整い、文化
　　的施設が充実しているまち

4 3.1%

オ. 高齢者など全ての人に
　　やさしいまち

3 2.3%

カ. 全体的に一体感のないまち 14 10.7%
キ. 全体的に活気のないまち 56 42.7%
ク. 特徴のないまち 40 30.5%
ケ. その他 9 6.9%  
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[その他] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 中心市街地の印象は、全体の約７３％の方が「全体的に活気のないまち」「特徴のない

まち」と感じていることがわかる結果となりました。 

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. 活気に満ちた賑わいのあるまち 0 1 2 1 0 0 0 4
イ. 運動施設、レクリエーション
　　施設が整っているまち

0 0 0 0 0 1 0 1

ウ. 福祉や医療が整っているまち 0 0 0 0 0 0 0 0
エ. 教育内容や施設が整い、文化
　　的施設が充実しているまち

0 1 1 0 0 1 1 4

オ. 高齢者など全ての人に
　　やさしいまち

1 0 2 0 0 0 0 3

カ. 全体的に一体感のないまち 0 1 2 2 3 3 3 14
キ. 全体的に活気のないまち 4 4 12 12 11 10 3 56
ク. 特徴のないまち 3 2 6 15 7 4 3 40
ケ. その他 0 2 3 2 2 0 0 9

県庁所在地のくせに、なにもなくつまらないまち。山形市、山梨市、佐賀市のほうがまだある
一方通行が多くて、道路が狭く、車で移動しにくいまち
行政の施設がコンパクトにまとめられたまち
カラスがどこでも飛んでいて、ゴミ集積場が荒らされ、とても汚い
美しいまち

意見
飲食店の多いまち
子連れでは訪れにくいまち
ゆっくり歩くと名店や素晴らしい人やイベントがあるのがわかる。それぞれの仲間同士で小さく集まっている
県庁所在地にしては，賑わいが控えめなまち
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問６ あなたが理想とする中心市街地の姿はどのようなまちですか。(3 つまで回答) 

 

＜回答者１３１名＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 計 割合
ア. 活気に満ちた商業のあるまち 88 67.2%
イ. 居住環境が整ったまち 18 13.7%
ウ. 自然・歴史を活かした
　　観光・交流のまち

35 26.7%

エ. 伝統を守り、文化の香り高いまち 19 14.5%
オ. 高齢者をはじめ全ての
　　人にやさしいまち

38 29.0%

カ. 教育の内容や施設が
　　充実しているまち

22 16.8%

キ. 福祉・医療、運動施設、レクリ
　　 エーション施設の充実したまち

32 24.4%

ク. 災害・防犯に強い
　　安全・安心なまち

25 19.1%

ケ. 住民活動・コミュニティ
　　活動が盛んなまち

40 30.5%

コ. その他 7 5.3%
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[その他] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 理想的な中心市街地の姿は、「活気に満ちた商業のあるまち」の割合が一番多く、「住

民活動・コミュニティ活動が盛んなまち」、「高齢者をはじめ全ての人にやさしいまち」、

「自然・歴史を活かした観光・交流のまち」の順になっています。 

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. 活気に満ちた商業のあるまち 5 9 18 25 12 12 7 88
イ. 居住環境が整ったまち 2 3 5 4 2 1 1 18
ウ. 自然・歴史を活かした
　　観光・交流のまち

1 4 10 5 8 4 3 35

エ. 伝統を守り、文化の香り高いまち 3 2 2 2 4 3 3 19
オ. 高齢者をはじめ全ての
　　人にやさしいまち

2 4 9 8 7 4 4 38

カ. 教育の内容や施設が
　　充実しているまち

2 2 7 4 2 4 1 22

キ. 福祉・医療、運動施設、レクリ
　　 エーション施設の充実したまち

1 3 8 6 6 7 1 32

ク. 災害・防犯に強い
　　安全・安心なまち

2 4 3 3 7 2 4 25

ケ. 住民活動・コミュニティ
　　活動が盛んなまち

3 2 7 9 8 7 4 40

コ. その他 0 1 1 1 3 1 0 7

福島市らしさはなんでしょう。郡山や仙台の真似ではなく、福島市らしさがないと人は来ません。
電車通勤者が駅周辺で消費生活を充実できること。
若い世代が未来を描ける街。若者の活動を応援できる町。
中心市街にある各施設へ利便性のある交通体系の確立

子育てしやすく母子に優しい街
意見

公共交通機関が使いやすい（わかりやすい，利便性が高い）まち
他県の方々が観光に訪れる様な魅力的なまち
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問７ 
中心市街地を魅力的なものとするためには、どのような施設が必要と考えます

か。(3 つまで回答) 

 

＜回答者１３１名＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 計 割合
ア. 商業施設 91 69.5%
イ. 文化施設(図書館、美術館) 38 29.0%
ウ. 文化・芸術ホール、コンサート会
場

58 44.3%

エ. 市民交流施設(集会所、会議室、
　　生涯学習スペースなど)

35 26.7%

オ. 宿泊施設 12 9.2%
カ. 子育て支援施設
　　(保育園、託児施設等)

20 15.3%

キ. レクリエーション施設 29 22.1%
ク. 医療福祉施設 12 9.2%
ケ. イベントなど多様な
　　活用が可能な広場

48 36.6%

コ. その他 11 8.4%
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[その他] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 中心市街地に必要な施設は、「商業施設」との回答が一番多く、次いで「文化・芸術ホ

ール、コンサート会場」や「イベントなど多様な活用が可能な広場」が必要であるとい

う意見が多い結果となりました。 

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. 商業施設 4 9 22 26 14 10 6 91
イ. 文化施設(図書館、美術館) 4 3 8 6 9 5 3 38
ウ. 文化・芸術ホール、コンサート会場 3 1 11 13 15 8 7 58
エ. 市民交流施設(集会所、会議室、
　　生涯学習スペースなど)

3 2 5 6 4 11 4 35

オ. 宿泊施設 3 3 2 2 1 0 1 12
カ. 子育て支援施設
　　(保育園、託児施設等)

1 3 11 2 1 2 0 20

キ. レクリエーション施設 0 4 10 5 5 2 3 29
ク. 医療福祉施設 1 2 1 0 1 5 2 12
ケ. イベントなど多様な
　　活用が可能な広場

1 7 7 14 10 7 2 48

コ. その他 0 0 3 2 4 2 0 11

大学など若者が集まる場所
使いやすい立地の駐車場、周囲に居住地域がないイベント用広場
大学、専門学校
未記入

意見

見易い観光案内図
若者の交流する機会が創出しやすい公的施設

一通りそろっているので何もいらない。
駐車場が無かったり有料だったりする場所が多いので、循環バスなどももっとあればいい
交通手段、出掛けやすさ
福島市は、いわきのアリオスクラスの施設がない。白河にもできたのに。県都として残念
仙台市と郡山市のベッドタウンとして、駅周辺を、生活の中心とできるための様々な施設が必要
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問８ 中心市街地のまちづくりに何が重要と考えますか。(３つまで回答) 

 

＜回答者１３１名＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 計 割合
ア. 地震・水害等に備えた、
　　災害に強い住環境整備

50 38.2%

イ. 住民協定をつくる
　　などのルールづくり

13 9.9%

ウ. 空き店舗の活用や転用 104 79.4%
エ. 通勤・通学路の確保 18 13.7%
オ. バリアフリー化 27 20.6%
カ. 交通渋滞の緩和・利便性を
　　考慮した幹線道路の整備

45 34.4%

キ. 身近で小規模な公園の整備 24 18.3%
ク. 河川等を利用した親水性
　　のある空間の形成

12 9.2%

ケ. 病院・福祉・体育施設
　　等のネットワーク形成

31 23.7%

コ. その他 10 7.6%
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[その他] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

中心市街地のまちづくりには、「空き店舗の活用や転用」が重要であるとの意見が最も

多い結果となりました。 

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. 地震・水害等に備えた、
　　災害に強い住環境整備

5 4 10 9 8 6 8 50

イ. 住民協定をつくる
　　などのルールづくり

1 1 3 1 3 2 2 13

ウ. 空き店舗の活用や転用 3 10 24 27 20 14 6 104
エ. 通勤・通学路の確保 0 2 3 4 4 3 2 18
オ. バリアフリー化 2 3 6 9 3 2 2 27
カ. 交通渋滞の緩和・利便性を
　　考慮した幹線道路の整備

2 5 10 6 11 6 5 45

キ. 身近で小規模な公園の整備 2 4 7 6 3 1 1 24
ク. 河川等を利用した親水性
　　のある空間の形成

0 2 3 1 3 3 0 12

ケ. 病院・福祉・体育施設
　　等のネットワーク形成

3 3 5 7 4 6 3 31

コ. その他 0 0 1 3 4 2 0 10

意見

各施設ごとの無料駐車場の確保
郡山市や仙台市への通勤のしやすさと、その生活を支える駅周辺での消費活動ができること

未記入

中心市街地から離れたところに住んでいる市民が市街地に行きやすくなるように安いバスの提供
アピールしたい内容が見る人に伝わりやすい、個性的特徴的なスタイルの打ち出し
住民自身が街づくりの主体だと感じて意見を述べ合うこと
駐車場の整備確保

文化センターをはじめとした施設の音響整備。文化センターの音響は最悪です。声が二重、三重になって響く。
イオンモールなど大型店舗の出店。大店法などにとらわれず、現実を見てほしい。

環境整備、道路の美化
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問９ 
中心市街地のまちづくりを進めるために、あなたが取り組めると思うことは何で

すか。(複数回答可) 

 

＜回答者１３１名＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 計 割合
ア. 地元組織に積極的に参加して、
地域
    のお祭りやイベントを企画・開催す
る

51 38.9%

イ. まちづくり専門のNPOや
　　団体・企業を組織する

21 16.0%

ウ. 自治体等の組織でまちづくりに
　　関する提案を検討・提示する

27 20.6%

エ. 観光ガイドや福祉活動などの
　　ボランティアに取り組む

45 34.4%

オ. 行政や企業が開催するまち
　　づくりの講演などへ参加する

52 39.7%

カ. 特にない 23 17.6%
キ. その他 6 4.6%
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[その他] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

市民の取り組みとして、「行政や企業が開催するまちづくりの講演などへ参加する」、

「地元組織に積極的に参加して、地域のお祭りやイベントを企画・開催する」、「観光ガ

イドや福祉活動などのボランティアに取り組む」の割合が多い結果となりました。 

項目 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計
ア. 地元組織に積極的に参加して、地域
    のお祭りやイベントを企画・開催する

7 4 13 10 7 6 4 51

イ. まちづくり専門のNPOや
　　団体・企業を組織する

0 1 7 3 2 5 3 21

ウ. 自治体等の組織でまちづくりに
　　関する提案を検討・提示する

0 3 4 5 4 7 4 27

エ. 観光ガイドや福祉活動などの
　　ボランティアに取り組む

7 6 10 4 8 6 4 45

オ. 行政や企業が開催するまち
　　づくりの講演などへ参加する

5 5 8 11 5 12 6 52

カ. 特にない 0 3 7 8 3 0 2 23
キ. その他 0 1 0 3 2 0 0 6

時間や金銭的に余裕がなく自分に何ができるかがわからない
福島市以外の市町村の街づくりの成功や失敗の具体例を調べて提供する

意見
参加させる気力が起きない行政
キレイな街づくり
興味あるイベントなどに参加すること
このような行政のアンケートなどに参加する事
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問１０ 福島市の中心市街地に対する、意見・要望等があれば、自由にご記入ください。 

 

意見・要望 

福島市以外の市町村の街づくりの成功や失敗の具体例を調べて提供する。 

行政主体のビジョンある開発 

とりあえず若者が楽しめる街にしなければ活性化はあり得ない。このアンケートの回答にそのよ

うな選択肢がないことも問題である。 

何もなさ過ぎる。田舎すぎる。何も変えようとしない福島市の行政の堅い考え方が勿体無い。街

の雰囲気と市のトップである公務員様や行政の考えも変えたほうがいいと思う。 

子育てが良い街に 

イベント等を福島市街地で開催したい時の問い合わせ先や福島市が手伝ってくれることを知り

たいです。 

駅前はあまりにも飲み屋が集中しており、日中の活気がない。他の都道府県は県庁所在地ならで

はの特色が多く、文化的要素も含まれている。 

地産地消も取り入れたマルシェやランチ、商業施設を取り入れ、二階以降に病院や美容室など二

次的な生活環境商業施設を備えるなど、統一した計画性が必要だと思う。 

郊外には豊かな自然や文化施設やお店があり、それなりに賑わっている。中心市街地は歴史文化

や居住区というより、市民が各種手続きや交通機関のハブのような役割を担う方がいいと感じ

る。 

市によるリーダーシップの下，福島市産官学連携プラットフォームの仕組みなどの有識者の議論

によって，県都として誇れる中心市街地を模索する議論を進めてほしい。 

無料駐車場があればもっと行く頻度が増える。 

駅前が活気がない。街の統一感もない。郡山に比較して店もなければ子育て世代に優しいスペー

ス(オムツ替えや授乳室)も少ない。もっといろんな店を呼び込んでほしい。 

イベントに参加したくても、駐車場が不便で諦めることが多いです。子供が小さく荷物が多いの

でやはり車移動ですが、駐車場探しや渋滞、駐車料金を考えると、郊外で買い物も済ませてしま

います。イベントも、魅力的でも足が遠のきます。 

全国都道府県庁所在地の中で、一番駅前がつまらないまち。少しは盛岡や水戸あたりを見習って

ほしい。 

福島は車がメインの交通手段となっていると思うので、安価または無料の駐車場が整備されてい

ると中心市街地へ行く気になると思います。 

あとは飲み屋が多く、専門店が少ないと思うので、ネットショッピングと競合しない魅力をどう

出していくかだと思います。 
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店舗数が少なすぎる。買い物目的で行っても、結局買いたい物も買えず駐車場代だけ払う事が

多々ある。 

よい中心市街地だと思います。 

イオンモールなど大型店舗の出店を希望。大店法などにとらわれず、現実を見てほしい。これだ

から、福島市は、なにもない魅力のない町と言われます。 

仙台や郡山にどんどん人が行ってるのに気づかないのですか？ 

福島市だけの問題ではないのですが、今は郊外型で駐車場も無料の所に行ってしまうので街中で

の商業での活動は厳しいと思いますがイベントなど積極的に行い、人を呼んでそこでお店に来て

もらう方法しか今は無いと思います。そこでやはりなるべく交通の便利の良い福島駅周辺に商業

（店）をなるべく集中してお客が来やすい環境を整えるしか生き残れないと思います。やはり街

中の商業は厳しいと思いますが何とか、お店を誘致し既存の店をなるべく残して欲しい。お店も

ない街には余計に足が遠のきます！！そしてこれからの高齢化社会向けてバリアフリー化は絶

対に必要です。 

中合の跡地をはじめ、空き店舗が多いので、もったいないと感じます。駅前の活性化に期待して

います。 

駐車場の空き状況案内の電光掲示板？が道路に立っていますが、もう使われていないのであれば

撤去できないでしょうか。 

中合 2番館の跡地を、有効活用させ、若者向けの、洋服や雑貨などのテナントが入ることになれ

ば、もっと福島が賑わうのではないかと思います。 

街中に、パン屋さんも少ないような感じがしますので… 因みに昔、さくらの百貨店があった時

代、お店の雰囲気も好きで通っていました。 

出店のお店が少ない。買い物するなら仙台へ流れてしまう。 

買い物などしなくても無料の駐車場 

いわきのアリオスくらいの音楽ホールを作って欲しいです。 

ロフトみたいな商業施設があればよい。パセオ通りは人通りが少ないです。 

県庁周辺の史跡や西口のガス灯など、素敵なものがたくさんあるのに全然生かせていないと思い

ます。新たに何かをするだけでなく、既存のものをうまく生かしていけたらいいのに、勿体ない

と思います。 

何もない、魅力的じゃないからあまり行きたいとは思わない。何を増やせばいいのかはわかりま

せんが‥。 

車で出かけることが多いので、駐車スペースを充実させて欲しい。 

皆が行きやすい百貨店があればいいなと思います。私が子供の頃、百貨店には楽しい思い出がい

っぱいです。お祭りは勘弁してください。よくない人が集まってきて恐いです。 

西口一般車ロータリーが非常に使いにくい。いつも渋滞。再整備や昇降整備員の検討（長時間停

車が渋滞原因） 
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駅周辺ビジネスホテル等に協力を願い、県外からの来訪者へアンケートを実施し、客観的な目線

でも意見を収集したほうがよいと思う。 

以前宮城県石巻市でポケモン GO のイベント期間があり物凄い規模の経済効果があったようで

す。私も実際参加しましたが福島市もこう言った発想を見習うべき。確実に他県からの観光客を

呼べます。 

中心市街地に住んでいるので、不自由を感じた事はありません。必要な行政施設、文化施設がコ

ンパクトにまとめられていて便利。ただ商業施設（駅前）は寂しさを感じます。 

駐車場代が高い。福島駅東口周辺は土日が満車になりやすく行きにくい。 

歴史を重んじながら変えていくのは大変なことと思うけれど、若い人達がこの先も住み続けたい

と思える福島市に変わっていけば市民として嬉しいです。 

中心市街地までの交通機関が悪く、自家用車で行かなければならないが駐車場が無くいつも不便

に感じ段々足が遠退く。他市の公共施設は中心市街地でも駐車場が充分に確保されている。施設

の充実させるのと同じく駐車場の充実も検討して欲しいです。 

1 ヵ所に大きな駐車場があれば、マイカーで出掛けやすくなると思います。 

福島市は、カラーがないので、何か打ち出して欲しいですね。文化なのか、商業なのか、観光な

のか、何かしら欲しい。飯坂をもっと利用できないものか。 

郡山市や仙台市のベッドタウンとして、電車通勤者が駅周辺で消費生活の中心とできる環境の整

備。特に、市役所を駅からの徒歩圏内に移動いただきたい。自動車中心の施策をやめること。 

街中にサッカースタジアム建設する案に協力します。 

自身の子供たちもそうでしたが、高校生、大学生、結構駅周辺に集まります。高校生の頃は自習

できる場所が少なく、よく勉強難民という言葉を耳にしていました。買い物も仙台やネットに流

れ福島で買うことが本当に少なくなった気がします。せっかく集まっている若者がもう少し楽し

める場所があると良いのかなと思います。 

空きスペースは、たくさんみえるのに、活用されてない。また、利用料がたかい。 

街中のイベントが、人通りと反して、設置されている。コンサートホールとうが、街中ではなく、

交通費がかかるのが浸透しない元かなとおもいます。 

にぎわいを作り出すために多彩なイベントが出来るよう規制を緩和する。 

露店や、体験型のイベントなどいろいろな業種が参加できるような仕組み作り。現在はフリマや

整体など参加しにくい風潮がある。 

私が学生のころ(35 年ほど前ですが)は、もっとにぎやかだったと思います。活気のある街に戻

って欲しいと思います。 

福島駅前再開発がどのように進むのか大いに興味あり。情報をもっと流してほしい。 

まず、東口のロータリーを整備して頂きたいです。送迎でごった返しています。30 分無料の駐

車場に入る車と入らない車に分かりやすくレーンを引いてください。交番があるのにお巡りさん

は、交通整理してないですし。困っています。 

共業と共働プラスアルファ  ふくしまらしさ。 
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老若男女が街に繰り出せて、費用もあまりかからないイベントの企画が必要。野外でサークルの

発表会など、人が人を呼べる仕組みを考える。 

建物遺産を上手に活用し、取り壊して作るだけではなくリノベーションする方向を捨てないでほ

しい。福島は、伝統文化と言う分野が著しく弱い、今の積み上げが歴史となることを忘れないで

良い再生を目指して欲しい。 

福島の中心地で、行われるイベントは知っている人は知っているけど知らない人のほうが圧倒的

に多くいる。イベント等の情報発信が上手くいってない。特にまちなか広場を使用したイベント。 

街中を歩かせないと意外と寄りたい店舗が有りますが、車では駐車場が無いと素通りせめてチャ

リでも西側からも街中に気軽にいかせないと街中は寂れるばかり駅中を通らせて欲しいし西町

陸橋チャリでも歩きでも怖いです。 

若者や子どもも含めて、誰もが親しみやすい街であってほしい。空き店舗をきらくに立ち寄れる

場所にする。まちなか広場の周りに、写真を撮りたくなるような背景パネルを置く。ももりんや

くだもの、花など、福島のイメージを統一してアピールする。自由な発想のイベントがしやすい

環境を準備する。 

福島駅東口の辰巳屋が閉店するとかで中合の行方が心配です。またどちらかというと西口に活気

がないような気がするので、何か大型の商業施設か新浜公園のような憩いの場が欲しいです。 

街中に公園や商業施設が足りないし、駐車場とかも、もう少し安く利用出来たらいいと思います。 

今流行りのカフェをもう少し、郊外にも作って欲しいです。 

除染土壌の仮置場から中間貯蔵施設の搬出よりも現地保管の解消を優先すべき。除染を遠ざける

原則から逸脱している。いまだに中心市街地に除染土壌の現地置きが存在している現状を早急に

改善すべきであり、除染実施計画も改訂すべきです。 

駅前の交差点がスクランブルになって便利になった。他の場所も検討してほしい。 

子育てのしやすさをもっとアピールするべき。孫のいる東京と比較してそう思う。 

駅を中心に人が集まるような街作りが必要と思う。人出で賑わう雰囲気が必要。 

同じ人口・予算規模の多都市と比べても、学校や公共施設のお粗末さが目立つ。こむこむやテル

サなど中途半端な複合施設ではなく、特に図書館・市立美術館・公会堂など文化施設のレベル向

上を望む。 

施設を整備の際、十分な駐車場の確保を考えるべきである。ほとんどの方は車での移動である。 

福島市内に入る時に混雑している。 

そのための解消として、環状線みたいな市街を取り囲むような放射線状の道路を整備する。 

家族で過ごせるコムコムの充実、地酒、郷土料理など気軽に楽しめる施設の充実、県立医大の市

街地での診察開業 

中心市街地活性化に向けて、一般市民がもう少し関心を持つように、市役所が中心となって働き

かけてほしいと思う。各町内に足を運んで説明をするとか、集会所で話し合いをもつとか等です。 

駅前周辺は特徴のないどこにでもある街並みである。観光客などの人を呼び込もうと思うなら、

他県からの来客が驚き記憶に残るような街であってほしい。 
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中心地に共住する立場で言えば、買物場所・病院等が少ないと思う。 

道路も、曲がりくねったパセオ通りとか、駅前通りの不必要な歩道幅で車両の通行が不便になっ

ている。安全上も問題が多い。 

以上です。 

10/25 に送信させて頂いた内容を下記のとおり変更させて頂きます。 

1.意見  

現状を踏えた実現の施策計画が重要です。 

ア.活性化実現のため通行量等調査され計画されておりますが、完了後の結果の総括が必要。 

イ.データが古くその時にあったデータの収集が必要。 

2 .要望 

検討委員会に是非、参画させていただき市民の目線で、ご意見を述べさせて頂きたいと存じます。 

市街地の活性化のため、さまざまな計画施策実現のため、感謝申し上げます。ありがとうござい

ます。 

都市計画作りのビジョンがない。歴史に学ぶ意識改革の必要性を感じます。 

中心市街地を活性化するには人が集まることが必要不可欠である。 

前市長が、福島市の人口を 40 万人にすると提案されたが、実現の可否は兎も角、その施策と現

在取り組んでいる施策に継続性があるのでしょうか。 

自家用車の数が多く、運転手のみの乗車も多いです。 

中心市街地には車の制限が必要です。 

一度に大量の乗り物、とくに電車は最適です。 

福島駅の南や西への電車の延伸を検討してほしいです。 

駅周辺に緑を多く。電柱の地中化。 

駅前から徒歩で行ける文化設備の構築が必要です。 

福島市公会堂はこの際、現在地から移動する。街なかも立体駐車場付きであればよい。 

一体感のない街、特徴のない街、中心市街に集まる施設がない。郊外に大規模商業施設があった

中心地では買えない。市行政、財界、経済界、民間団体、市民も参加して総合プロジェクトを立

ち上げ将来を見据えた組織を早急に立ち上げるべき。工業も観光も住居も施設も街に集約できな

いか。活気のある街、商店街を。 
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[お問合せ先]  

福島市役所（〒960-8601 福島市五老内町３番１号）  

 

≪アンケート内容に関して≫ 

都市政策部 都市計画課 まちづくり推進係 電話 ５７３－４９７９（直通） 

 

≪市政ネットモニター制度に関して≫ 

市民安全部 市民協働課 広聴係 電話 ５６３－７４８８（直通） 

都市計画課まとめ 

 本アンケートをとおし、自然に関すること、商業に関すること、イベントや催しの開催

に関すること、交通・駐車場に関すること、住環境（福祉施設・会議室等）に関すること

など今後のまちづくりにおける考えを示唆していただきました。 

中心市街地を活性化させていくうえで、買い物やイベントなどの中心市街地に不規則的

に人を集めるための施策と、通勤・通学や公官庁への用事などの規則的に人を集めるため

の施策を展開していくことが求められます。 

 今後も、市民の皆さまからの貴重なご意見を参考にしながら、中心市街地の活性化に向

けての取り組みを推進していきます。ご協力ありがとうございました。 
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